
　
な
る
お
会
館
は
、
地
域
福
祉
と

文
化
の
向
上
、
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
鳴
尾
地
域
の
人
と

人
を
「
つ
な
ぐ
」「
つ
な
が
る
」「
つ
な

い
で
い
く
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
に
愛
さ
れ
る

会
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
⼤
⼩
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
⽣
涯

学
習
鳴
尾
⼤

学
、
七
つ
の

趣
味
教
室
、

年
６
回
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、

多
彩
な
催
し

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
会

館
を
利
⽤
す
る
サ
ー

ク
ル
が
22
団
体（
令

和
６
年
４
⽉
１
⽇
現
在
）あ
り
、
活

動
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
広
々
と
し
た
集
会
室
は
、
吹
奏

楽
団
や
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
。
和
室
は
囲
碁
や
舞

踊
、
書
道
な
ど
。
⼤
会
議
室
は
、

地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
利
⽤
さ
れ

て
い
ま
す
。

『鳴尾地域をつなぐ』
コミュニティ③

( 公益財団法人 鳴尾会 )
なるお会館なるお会館
知っていますか ?

　鳴尾には、地域をつなぐためにさまざまな活
動を行っている「コミュニティー」や「つどい
の場」が多くあります。このコーナーでは、「人
と人」「地域と地域」をつなぎ、地域づくり・
まちづくり・地域の活性化に取り組んでいると
ころを紹介します。
　今回は、「なるお会館 ( 公益財団法人 鳴尾会 )」
を紹介します。阪神鳴尾・武庫川女子大前駅か
ら南に徒歩約 3 分。鳴尾支所の斜め向かいにある、モダン
な建物です。前には西宮能楽堂があり、鳴尾地域のほぼ中
央に位置する便利な場所にあります。

　
な
る
お
会
館
で
は
、
こ
れ
ま
で

健
康
と
⽣
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

や
趣
味
教
室
の
運
営
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
や
ジ
ャ
ズ
、
落
語
、
映
画
会
開

催
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
加
え
て
、
⼦
育
て
世
代
な
ど
多

世
代
の
皆
さ
ん
が
幅
広
く
交
流
の

場
と
し
て
利
⽤
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

⼒
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
利
⽤
、
ご
⽀
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
　
鳴
尾
会

事
務
局
⻑
　
尚
⼭
和
男

※
な
る
お
会
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
、
地
域
情
報
誌
﹃
宮
っ
⼦
﹄
鳴

尾
地
域
版
に
﹁
な
る
お
会
館
か
ら

の
お
知
ら
せ
﹂
と
し
て
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
鳴
尾
大
学

約100人収容の集会室
☜ 広々とした和室

地
図：鳴
尾
会
提
供（
一
部
加
筆
）
問�い合わせ先�
⻄宮市鳴尾町 3�丁⽬ 8-7�
TEL：0798-46-8200�
（祝⽇を除く⽕〜⾦曜⽇�の９〜 17時）

爽
や
か
や
　人
と
人
と
が

　
　
　出
会
ふ
ま
ち（
和
桜
）

人
と
人
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
地
域
の
交
流
の
場

多
世
代
に
親
し
ま
れ
る

　
　
　
　
会
館
を
目
指
し
て

活
動
が
広
が
る

　
　
４
つ
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

７月６日「七夕のつどい」
　鳴尾地域の子育て広場のスタッフ
と子育て中の親子約80人が、七夕
まつりを楽しみました。

西宮能楽堂
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鳴尾の昭和 鳴尾の昭和 ～鳴尾村解村式の日のできごと～～鳴尾村解村式の日のできごと～
　大正14（1925）年 4月1日に西宮市制が始まって来年100年
を迎えます。私たちの住んでいるかつての武庫郡鳴尾村は、明治
22（1889）年4月1日 鳴尾村・小松村・小曽根村・上田新田村が
合併して、新しい行政単位として誕生した村でした。
　その鳴尾村が西宮市と合併したのは、昭和26（1951）年4
月1日。その日に甲子園球場（現・阪神甲子園球場）で第23回選
抜高校野球大会（当時は新制第４回大会とされていた）の開会

式があり、県立鳴尾高校（前年に村立から県立に移管）が初出
場していました。
　何という巡り合わせでしょうか！？ さらに、4月8日の解村
式当日、鳴尾高校が決勝戦で徳島県立鳴門高校と対戦するこ
とになったのです。大会が雨で３日間の順延したためで、優勝
こそ逃したものの、まさに鳴尾村の歴史の最後を飾るにふさ
わしい出来事として語り継がれることとなりました。

武
庫
川
市
構
想

　
戦
前
、
阪
神
間
市
町
村
の
合
併 

動
向
が
浮
上
し
、
昭
和
15
年
ご
ろ

に
武
庫
川
を
挟
ん
で
、
対
岸
の
武

庫
村
、
⼤
庄
村
と
鳴
尾
村
、
瓦
木

村
の
４
カ
村
合
併
に
よ
る
武
庫
川

市
構
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

17
年
２
⽉
に
尼
崎
市
と
の
協
調
を

保
つ
必
要
か
ら
武
庫
村
、⼤
庄
村
、

立
花
村
が
尼
崎
市
と
の
合
併
が
成

立
し
、
武
庫
川
市
構
想
は
消
滅
し

ま
し
た
。

鳴
尾
村
単
独
市
制
構
想

　
か
つ
て
、
⽇
本
一
財
政
の
豊
か

な
村
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た 

鳴
尾
村
は
、
昭
和
23
年
ご
ろ
か
ら

産
業
文
化
都
市
を
目
指
す
単
独

市
制
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
県
条
例
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
ず
頓
挫
。
方
向
性
を
探
し
て
い

る
時
の
昭
和
25
年
３
⽉
１
⽇
、
入

場
税
が
国
税
へ
と
移
管
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
娯
楽
施
設
の
入
場
税
を
戦

後
復
興
の
財
源
と
し
て
い
た
た
め

に
、
歳
入
激
減
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
年
の
９
⽉
３
⽇
に
襲
来
し

た
ジ
ェ
ー
ン
台
風
は
、
阪
神
本
線

以
南
の
約
80
％
の
家
屋
が
床
上
浸

水
す
る
甚
⼤
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

復
興
財
源
の
財
政
危
機
に
よ
っ
て

単
独
市
制
構
想
が
事
実
上
の
終
息

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

残
る
選
択
は
西
宮
市
か
、
尼
崎
市

と
合
併
す
る
こ
と
で
し
た
。

西
宮
市
か
、
尼
崎
市
か

　
昭
和
26
年
３
⽉
13
⽇
、
鳴
尾
村

合
併
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た（
投
票
率 

62
・
８
％
） 。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
４
⽉
１
⽇

を
も
っ
て
、
鳴
尾
村
は
西
宮
市
域

に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
点
で
わ
ざ
わ
ざ
「
合
併

か
、単
独
市
制
か
」
を
問
う
な
ど
、

住
民
間
の
感
情
の
ぶ
つ
か
り
合
い

が
危
惧
さ
れ
る
投
票
結
果
で
し
た
。

解
村
式
当
日
の
快
挙

　
４
⽉
８
⽇
、
解
村
式
が
粛
々
と

行
わ
れ
て
い
た
鳴
尾
⼩
学
校
の
旧

校
舎
３
階
講
堂
か
ら
西
に
5
0
0

ｍ 

と
離
れ
て
い
な
い
甲
⼦
園
球
場

で
は
、鳴
尾
高
校
野
球
部
が
強
豪
・

徳
島
県
立
鳴
門
高
校
と
決
勝
戦
の

舞
台
に
進
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
再
々
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
な
が
ら
も
２
対
１
と
優
位
に

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
９
回
裏
に

守
備
の
乱
れ
か
ら
逆
転
を
許
し
、

悔
し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。
初

出
場
な
が
ら
１
戦
ご
と
に
勝
ち
進

ん
で
い
く
う
ち
に
鳴
尾
村
の
心
が

一
つ
に
な
っ
て
い
き
、
ま
さ
に
こ
の

⽇
の
準
優
勝
は
快
挙
で
し
た
。

鳴
尾
高
校
の選

抜
初
出
場
へ
の
道
の
り

　
昨
年
12
⽉
７
⽇
、
甲
⼦
園
一
番

町
在
住
の
鈴
木
逸
男
さ
ん（
90
歳
）

か
ら
取
材
の
依
頼
を
受
け
て
自
宅

を
訪
ね
、
そ
こ
で
１
枚
の
写
真
を

見
せ
て
も

ら
い
ま
し

た
。

　
昭
和
26

年
、
鳴
尾

高
校
が
春
の
選
抜
⼤
会
に
出
場
が

決
ま
っ
た
時
に
記
念
に
撮
っ
た
写

1. 合併か単独市制か
有効投票	 10,630
合併に賛成	 7,977
反対	 2,653
無効	 399
2. 西宮市か尼崎市か
有効投票	 10,181
西宮市希望	 6,865
尼崎市希望	 3,316
無効	 880

鳴尾村解村式会場

●診療科目　内科　循環器内科　消化器内科　血液内科　糖尿病 ・内分泌内科　腫瘍内科　腎臓内科　人工透析

内科　呼吸器内科　外科　消化器外科　小児外科　乳腺 ・内分泌外科　呼吸器外科　ペインクリニック外科　整形外科

リハビリテーション科　皮膚科　形成外科　泌尿器科　小児科　耳鼻いんこう科　眼科　産婦人科　放射線科　麻酔科

臨床検査科　病理診断科　救急科　歯科　歯科口腔外科

医療法人信和会　明和病院
〒663-8186　兵庫県西宮市上鳴尾町 4-31
TEL　　 0798-47-1767( 代表 )
　　　　 ０570-0-89470( 患者さん専用 )
ホームページ　https://www.meiwa-hospital.com

親切で信頼される病院を目指します
めいわリハビリテーション病院 /
明 和 キ ャ ン サ ー ク リ ニ ッ ク /
エレガーノ西宮･めいわクリニック/
訪問看護センター明和 / 居宅
介護支援事業所　併設

広告
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真
で
す
。
こ
の
中
の
5
人
が
プ
ロ

野
球
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と

を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
前
列
中
央
右
の
⽇く

さ

下か

隆
さ
ん
。

鳴
尾
高
校
か
ら
法
政
⼤
学
へ
進
学

し
、
東
京
六
⼤
学
リ
ー
グ
で
首
位

打
者
に
も
な
り
、
昭
和
27
年
に
近

鉄
パ
ー
ル
ズ
に
入
団
。
外
野
手
と

し
て
活
躍
し
、
引
退
後
は
母
校
の

監
督
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
⽇
下

さ
ん
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
仲
間

を
集
め
て
野
球
部
を
創
設
し
、
専

任
の
指
導
者
が
い
な
い
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
左
が
河
合
勇
先
⽣
。
河
合

さ
ん
は
、
旧
制
伊
丹
中
学
校
か
ら

⼤
阪
外
国
語
学
校
・
印
度
語
部
に

進
学
。
戦
争
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
留

学
の
夢
を
断
た
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
19
年
４
⽉
、
第
二
次
世
界

⼤
戦
中
最
も
無
謀
と
伝
え
ら
れ
る

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
、
イ
ン
ド
国

民
軍
の
連
絡
要
員（
イ
ン
ド

語
通
訳
）と
し
て
南
方
軍
司

令
部
光
機
関
に
配
属
。
⼤

変
過
酷
な
状
況
を
⽣
き
抜

き
、
昭
和
21
年
６
⽉
、
浦
賀

港
に
上
陸
し
、
復
員
後
除
隊

と
い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
ま

す（
鳴
尾
高
校
14
期
⽣
、
浅

見
＝
旧
姓 

⼤
隅
＝
京
⼦
さ
ん
に
託

さ
れ
て
い
た
河
合
勇
さ
ん
の
手
記

よ
り
）。

　
帰
国
後
、
旧
制
伊
丹
中
学
校
の

先
輩
で
、
昭
和
24
年
か
ら
鳴
尾
高

校
の
２
代
目
校
⻑
だ
っ
た
植
杉
英

之
助
さ
ん
か
ら
英
語
教
員
と
し
て
、

ま
た
鳴
尾
の
名
を
野
球
で
高
め
る

こ
と
を
目
標
に
野
球
部
⻑
と
し
て

招
か
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
県
立

芦
屋
高
校
の
黄
金
期
で
し
た
が
、

戦
争
に
よ
っ
て
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
青
春

を
取
り
戻
す
か
の
ご
と
く
、
も
の

す
ご
い
情
熱
を
注
ぎ
、
監
督
の
い

な
い
チ
ー
ム
を
甲
⼦
園
初
出
場
に

導
き
ま
し
た（
⼤
会
時
だ
け
法
政
⼤

学
出
身
の
坂
東
喜
郎
氏
が
監
督
就

任
）。

　
４
期
、
５
期
⽣
の
逸
材
が
そ
ろ
っ

た
昭
和
26
年
の
チ
ー
ム
か
ら
、
４

人
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
育
っ
て
い
ま

す
。

い
ず
れ
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
、

好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
鳴
尾
村
最
後
の
春
、
い
ろ
い
ろ

な
思
い
が
結
実
し
て
全
国
に
名
を

輝
か
せ
ま
し
た
。
あ
っ
ぱ
れ
‼ 

鳴
尾
高
校
野
球
部
を
た
た
え
た
い
。

参
考
文
献
：「
鳴
尾
村
誌
」

河
合
勇
手
記「
返
し
て
ほ
し
い
青
春
時
代
」

⑶
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シルバーコースト 甲子園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－40

TEL 0798－43－0470　FAX 0798－43－0621

第2シルバーコースト 甲子園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－55

TEL 0798－43－0801　FAX 0798－43－9155

ド リ ー ム 甲 子 園
〒663-8143 兵庫県西宮市枝川町17－41

TEL 0798－42－6510　FAX 0798－42－6511

●特別養護老人ホーム　●デイサービスセンター　●ショートステイ　●ホームヘルプサービス
●居宅介護支援サービス　●西宮市高齢者あんしん窓口浜甲子園（地域包括支援センター）

◎7：00～20：00の間で4～8時間　週2日以上から応相談
◎土・日・祝は時給1,084円～‼ 寸志年３回有（最高３万円/回）

介護職（常勤・
非常勤）募集

社
会
福
祉
法
人

円
勝
会

●ユニット型特別養護老人ホーム　●デイサービス（一般型・認知症対応型）
●ショートステイ　●定期巡回・随時対応型訪問介護看護
●サービス付き高齢者向け住宅　2人部屋・1人部屋（浴室付・共同浴室）
 介護職（常勤・非常勤）・看護職（常勤）募集　週2日から応相談、お気軽にお問い合わせ下さい
●多機能型障害福祉施設
生活介護第１単位， 第２単位
就労継続支援Ｂ型／自立訓練（生活訓練）

●居宅介護事業　●相談支援事業　●グループホーム事業

４
期
生
・
山
田
清
三
郎 （
捕
手
）

　
近
鉄
パ
ー
ル
ズ
で
活
躍

４
期
生
・
鈴
木
武
（
内
野
手
）

　
近
鉄
パ
ー
ル
ズ
、
大
洋
ホ
エ
ー

　
ル
ズ
で
活
躍

５
期
生
・
中
田
昌
宏
（
投
手
）

　
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
で
は
外
野
手

　
と
し
て
活
躍 

５
期
生・藤
尾
茂
（
三
塁
手・捕
手
）

　
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で
活
躍

鳴尾高校にて

◀︎選抜出場記念のバックル（鈴木逸男さん所有）

藤
尾 

茂

鈴
木 

武

鈴
木 

逸
男

河
合
先
生

日
下 

隆

山
田 

清
三
郎

中
田 

昌
宏
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　小雨降る６月９日、ロイ
ヤルアーク甲子園フローレ
ス管理組合主催の避難訓
練が行われました。訓練ア
ナウンス後、災害発生の警
報ベルを鳴らし、入居者が
階段を利用して甲子園九番
町北公園に避難します。避
難誘導などは、手伝いが可
能な入居者でそれぞれの役割を分担します。避難した公園
で、防災担当理事から消火器の使用方法、避難経路、災害時
の「自助、共助、公助」についての説明を聞きました。解散時
に、非常食のアルファ米試食パック詰め、長期保存用菓子の
配布がありました。子ども含め、60人以上が参加しました。

　６月８日、毎年
恒例の鳴尾連合環
境衛生協議会主催
の「鳴尾クリーン
作戦」が実施され、
４カ所あるスター
ト地点の一つ、小
曽根線以西の鳴尾
西校区と甲子園浜
校区のグループが一緒にゴール
を目指しました。
　当日は、武庫川女子大付属中・
高校正門前に集合して９時にス
タート。各自治会と生徒たち約 
５０人が一緒に、タチアオイの花が
美しく咲き並ぶ枝川水路を北上。
臨港線を西へ進み、甲子園筋に出
て歩道沿いのごみを拾いながら
ゴール地点の甲子園警察署北側
にある西畑公園に到着。各コースの参加者約190人が回収
ごみ袋を持ち寄って、約1時間の作戦は無事に終了しました。

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

鳴尾地区クリーン作戦同行記
　甲子園筋に今年１月に完成した「めいわリハビ
リテーション病院」の北側に、マンション4棟（124
戸）が工事中、南側に食品スーパーマーケット＆ド

ラッグストアができます。生活必需品の店舗が少ないの
で、非常に便利になると思います。
　今まで、甲子園筋は臨港線（県
道342号）との交差点から南側
は閑静な住宅地であり、車の交
通量も少ない地区。これから、工
事が始まると人や車の量が増え
るので、注意が必要です。
　完成後は、にぎやかな街になる
でしょう。お互いに十分注意をし
て、安全で安心な町づくりに協力
しましょう。

変わりつつある町の姿

避 難 訓 練 実 施

甲子園九番町北公園へ避難

アルファ米配布準備

←
阪
神
甲
子
園

　
球
場

→
甲
子
園
浜

県
道
３
４
０
号(

甲
子
園
筋
）

臨港線
（県道342号）

★
印
の
所
に

新
し
く
建
設
さ
れ

ま
す

めいわリハビリ
テーション病院

マンション
（工事中）

食品スーパー
マーケット
ドラッグストア
(建設予定 )

南甲子園
公民館

北

めいわリハビリテーション病院の右（北）
にマンション建設中。左（南）に食品スー
パーとドラッグストアが建設予定です

武庫川女子大付属中・高校
正門前で作戦内容の説明

甲子園筋の「甲子園ふれあい
花壇」付近

甲
子
園
浜

鳴
尾
西

南
甲
子
園
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　甲子園五番町の家族運動会が６月２日、八ツ松公
園で開催され、約300人が参加しました。今年で43回目。阪
神・淡路大震災、コロ
ナ禍でやむなく休止
した以外は続いてい
ます。単独の自治会で
これだけにぎわいの
ある運動会は近年珍
しく、プログラムも25
種目とバラエティー
に富み、町内会の世代を超えた結束の強さを感じさせまし
た。昭和の時代、家族で楽しんだ運動会を思い出させる懐

かしさ、笑顔の絶えな
い1日でした。年に1度
の大イベント!
喜村謙一自治会長は

「天気が一番心配でし
た」と周りを気遣いな
がら、笑顔をほころば
せていました。

　「地域の子どもも大人も交流できる場があればい
いなぁ」その思いから始まった「高須みんな食堂」は６年
目を迎えました。毎回工夫したメニューで、子どもたち
を迎えています。この日のメニューは「防災食を体験し
てみよう」です。防災食は、欠かせない備蓄品ですが、子
どもたちは初めての体験だったようです。みんなおいし
そうに食べていました。
　開	催日：毎月第4日曜日	12時～13時30分（受付13時まで）	
場所：コープ武庫川組合員集会室（メルカード２階）	
対象：子ども・大人（地域に暮らす人どなたでも）	
人数：30～40人（メニューによる）	
料金：子ども（高校生まで）無料　大人	300円

　＊	スタッフ（ボランティア）を募集しています	
問い合わせ先　✉　takasuniji@gmail.com

　スポーツクラブ２１こまつと小松青愛協の共催で6月9日、
「モルックの集い」が小松小学校運動場で開催されました。
　例年、開催してきた少年少女球技大会に代わるもので、小
学生から大人まで世代を問わず参加できるスポーツとして
開催されました。
　モルックはモルックという棒を投げて数字の書かれてい
るピンを倒して50点ぴったりにすることを競うものですが、
この日は30点を目指
してスタート！ 初め
ての参加者も多く、
戸惑いながらの競技
開始でしたが、武庫
川河川敷で活動する

「武庫川モルックマ
メシーバ」の皆さん
に指導を仰ぎ、時間
を追うごとに熱中し
て狙ったピンを倒す
など、そこここで歓
声が上がり、約110人
が楽しみました。

　鳴尾東幼稚園の年長組園児２７人が、９月に浜甲子
園中学へ虫取りに出かけます。きっかけは、隣にある
鳴尾東小学校で繁殖させているジャコウアゲハです。目の前
をひらひらと飛び交うたくさんのチョウに園児たちが興味を
持ち、今回、浜甲子園中学校の協力で「虫取り体験」ができるこ
とになりました。
　当日は同校の校庭で10時半ごろから約４０分間、ちっちゃ
な手でそっと草むらをかき分け、バッタやカマキリを見つけ
ます。中学生のお姉さんやお兄
さんたちも、休憩時間には一緒
になって探してくれることで
しょう。校庭に広がるにぎやか
な笑い声が聞こえて来そうで
す。知らないお姉さんやお兄さ
んたちと仲良くするのは、園児
たちには初めての経験かもし
れません。見つけたのはバッタ
やカマキリだけでないことは、
翌日からの少し成長した顔が
語ってくれるでしょう。

高須みんな食堂

40年以上続く町内家族運動会
（甲子園五番町） モルックで歓声！

虫さん、見つけた！

パ
ワ
ー
全
開
！ 

風
船
割
り

みんなでそろって昼食タイム 狙いを定めてエイッ！

みんなで楽しく食事 防災食と体験会のお知らせ
つかまえたジャコウアゲハ

高
須

鳴
尾
北

小
松

鳴
尾
東

広告
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
高
須

　
高
須
西
小
学
校
体
育
館
で
、
日

曜
日
の
９
～
12
時
ま
で
、小
・
中
・

高
生
と
大
人
を
合
わ
せ
て
15
人
が

練
習
し
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
仲

良
く
、
楽
し
く
和
太
鼓
に
触
れ
合

う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

和
太
鼓
を

通
し
て
、

異
年
齢
と

の
つ
な
が

り
、
そ
し

て
地
域
の

人
々
を
は

じ
め
と
し
た
た
く
さ
ん
の
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
け
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
仲
間
募
集
中
。
随
時
、
見
学
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

和
太
鼓
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

　
公
民
館
推
進
化
事
業
の
和
太
鼓

体
験
か
ら
始
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。

　
鳴
尾
東
小
学
校
体
育
館
で
、
木

曜
日
の
19
～
21
時
ま
で
、
小
学
生

と
大
人
を
合

わ
せ
て
20
人

で
活
動
し
て

い
ま
す
。「
太

鼓
の
響
き
を

た
く
さ
ん
の

方
に
伝
え
た

い
。そ
し
て
、

『
か
ざ
ぐ
る

ま
』
の
よ
う
に
く
る
く
る
回
り
続

け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　
会
員
募
集
中
で
す
。小
学
生
は
、

保
護
者
と
一
緒
に
入
会
し
て
く
だ

さ
い
。

学
文
中
学
校
　
和
太
鼓
部

　
市
内
の
中
学
校
で
、
和
太
鼓
部

が
あ
る
の
は
学
文
中
学
校
だ
け
で

す
。「
一
打
入
魂
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

45
人
の
部
員
が
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
太
鼓
を
並
べ

て
準
備
し
、
基
礎
打
ち
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
練
習
曲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先

輩
か
ら
伝
承

さ
れ
、暗
記
し
、

次
の
世
代
に

受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
西

宮
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
出

演
す
る
な
ど
、

和
太
鼓
に
取

り
組
む
生
徒

の
目
は
真
剣
そ

の
も
の
で
す
。

な
ぜ
か
迷
っ
て
し
ま
う
街
並
み

　「
あ
れ
!?
こ
の
道
、
さ
っ
き
通

っ
た
は
ず
な
の
に
」
そ
ん
な
言
葉

が
思
わ
ず
口
か
ら
出
て
し
ま
い
そ

う
な
場
所
が
、
上
田
東
町
辺
り
に

あ
り
ま
す
。

　「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思

っ
て
ふ
と
考
え
て
み
る
と
、
そ
の

原
因
は
少
し
歩
く
だ
け
で
出
合
う
、

何
カ
所
も
の
大
き
な
空
き
地
で
す
。

ま
る
で
校
庭
か
と
見
間
違
う
ぐ
ら

い
の
広
々
と
し
た
空
き
地
で
す
。

上
田
東
町
に
は
、
そ
の
よ
う
な
大

き
な
空
き
地
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在

し
て
い
て
、
街
中
で
は
め
っ
た
に

出
合
わ
な
い
規
模
の
大
き
な
空
き

地
は
、
い
つ
も
は
歩
行
者

に
と
っ
て
、
格
好
の
目
印

に
な
り
ま
す
が
、
た
く
さ

ん
の
空
き
地
が
こ
れ
で
も

か
と
現
れ
、
つ
い
に
歩
行

者
を
錯
覚
に
陥
ら
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
点
在
す
る
空

き
地
は
ず
い
ぶ
ん
以
前
か

ら
現
状
の
ま
ま
で
、
そ
の

数
は
開
発
で
減
る
ど
こ
ろ

か
、
周
り
に
は
予
備
軍
と

い
え
そ
う
な
取
り
壊
し
を

待
っ
て
い
る
無
人
の
幾
棟

も
の
建
物
も
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
、
多
く
の
住
民
が
住
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
社
宅
や
官
舎
の

名
残
と
聞
い
て
い
ま
す
。
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
企
業
や
国
の
出
先

機
関
が
集
約
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ

な
く
な
っ
た
住
宅
の
跡
地
が
現
状

の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
最
近
戸
建
て

住
宅
が
盛
ん
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
か
巨
大
空
き
地
の
開

発
は
手
つ
か
ず
。
歩
行
者
が
道
に

迷
う
だ
け
な
ら
い
い
で
す
が
、
町

全
体
が
行
き
先
を
失
っ
て
し
ま
っ

て
は
大
変
で
す
。

　
道
に
迷
う
こ
と
の
な
い
、
1
日

も
早
い
活
気
の
あ
る
町
に
な
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

音楽のある街
in なるお ②
鳴尾の和太鼓

武庫川団地　赤胴車マルシェでの演奏

広々とした空き地

西
宮
ス
ポ
ー
ケ
ン
姉
妹
都
市

協
会
総
会
で
演
奏
を
披
露

練
習
風
景
。バ
チ
を
持

つ
手
に
力
が
入
り
ま
す

　鳴尾地域には、いろいろなジ
ャンルの音楽活動を通じて地
域の活性化に貢献している人
やグループが多くあります。そ
の活動を紹介するコーナーです。
2 回目は和太鼓です。

鳴
尾
・
ふ
し
ぎ
発
見 

②

　
　
　
　
　
　

  

（
東
鳴
尾
）
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鳴尾地域　　サークル活動めぐり ⑧鳴尾地域　　サークル活動めぐり ⑧

　今回は、鳴尾公民館をホームベースに多くの施設に出
向き、人形劇で子どもたちに夢と希望を与えてこられた
グループ玉手箱に話を聞きました。
　鳴尾地域在住の皆さんはよくご存じだと思います。活
動当初はメンバーの子ども世代が、今は孫世代が楽しん
でいます。

　人形劇は台本、使用する人形の製作、舞台装置作りなど全てが手づ
くりで、みんなで心を込めて作り上げています。
　お客さんの笑い声や、子どもたちとの言葉のやり取りなど、楽しん
でくれていることがメンバーの原動力になります。夢を届けるため、
今もみんなで頑張っています。

　６月 27 日は南甲子園公民館で 10 時から
０～３歳向けに、人形劇『はらぺこあおむ
し』『ドレミのうた』『アイアイ』『へこまさ
れたきつね』が行われ、大勢の子どもたち
に興奮と感動を与えました。
　西宮北口にあるACTA西宮６階の大学
交流センター大講義室で、毎月第 3土曜日午
後２時から行われる人形劇定期公演にも、11 月 16 日にグループ玉手箱が出演予定です。
　グループ玉手箱ではコロナ禍で開催できなかった 1000 回記念公演と 50 周年記念公演を合わせて開催する予定で
す。開催日、場所などが、決まり次第お知らせしますので、ぜひお越しください。

グループ玉手箱　　代表：徳岡いづみ　
練習場所：�鳴尾公民館　（アクセス：阪神鳴尾・武庫川女子大前駅　南出口から徒歩約３分）�

西宮市鳴尾町１丁目８－２　　☎　0798 － 47 － 3838
練習日時：第１～第４木曜日　13時～ 16 時半
会　費：200 円／月

練習風景。『３匹のこぶた』煙突からオオカミが

子ども17人、保護者15人が参加 へこまされたきつね

「子どもたちに夢を」
がライフワークの

人形劇
グループ 玉手箱グループ 玉手箱

グループ玉手箱のメンバー

広告

本社　大阪本店　〒556-0017　大阪市浪速区湊町１丁目２番３号
TEL.06-6585-5500（代表）

03- 浜甲子園団地第Ⅳ期北工区建築その他工事
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な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
な
る
お
シ
ネ
マ
」の
お
知
ら
せ

・上
映
映
画

　
　「土
を
喰
ら
う
十
二
ヵ
月
」

・出
　
演：�沢
田
研
二

松
た
か
こ

・上
映
日：10
月
17
日（
木
）

・開
　
演：午
後
２
～
４
時

　
　
　
　（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

・場
　
所：な
る
お
会
館
　
３
階

※
入
場
無
料
で
す
が
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す

・申
し
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
に
、住
所・氏
名・電

話・申
し
込
み
人
数（
２
人
ま
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月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

9 14 土 14:00～15:30
時事講座

「どうなる日本・世界の経済・政治」（質問歓迎型講演）
定員：60人　当日受け付け

関西外国語大学　英語キャリア学部
教授　滝川　好夫

鳴尾公民館
℡47－3838

9 26 木 14:00～15:00 「オカリナ演奏会」～楽しく知ろうオカリナの世界～
定員：100人　当日受け付け

オカリナ奏者
岡嶋　正和

10 3 木 14:00～15:30 「楽しい太極拳」～楽しい太極拳の世界を体験しよう～
定員：30人　当日受け付け

元中国天津警察学校教官
于　学利

11 9 土 13:30～15:30 「蔦屋 重三郎　出版に賭けた人生」～第１回：最新江戸文化の発信地～
定員：100人　当日受け付け（第2回は11月16日予定）

元西宮市立西宮東高等学校教頭
霜澤　喜代子

9 11 水 10:00～11:00
幼児教育講座　ウクレレと一緒に絵本を楽しもう
定員：100人　当日受け付け（開始20分前より）
対象:幼稚園児並びに未就園児とその保護者
場所・共催：鳴尾東幼稚園

大阪樟蔭女子大学　児童教育学部
准教授　来栖　史江
ウクレレ　北島　奈津子

鳴尾東公民館
℡49－130010 11 金 19:30～20:30 リラックスヨガ　ヨガから始める健康生活

定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）
ヨガインストラクター
中西　幸恵

10 26 土 13:00～14:30
懐かしのメロディーを楽しもう
マンドリンと一緒に唄おう
定員：60人　当日受け付け（開始20分前より）　

マンドリンアンサンブルJ&B
上中　奉夫

★ 9 23
月

（休） 10:00～13:00

そば打ち体験　～打ち立て茹でたての試食会～
定員：20人
申込：9月12日（木）10:00～11:00（来館のみ・先着順）１人で２名まで可
材料費：1200円申込時支払い
対象：そばアレルギーのない一般（中学生以上）
持ち物：エプロン・手拭きタオル・頭巾（バンダナ）・飲み物

西宮そば打ち同好会
会長　土井　茂弘

南甲子園公民館
℡49－474110 29 火 14:00～15:30

西宮市民文化祭参加事業
楽しく民謡を歌いましょう！
定員：70人　当日受け付け

出演：三味線師範
櫛田　雲童

★ 11 1 金 10:00～12:00

西宮市民文化祭参加事業　自由に楽しく一日陶芸
～手ひねり、ひも作り、板作りなどでお好きなものを～
定員：15人
申込：10月24日（木）10:00～11:00（来館のみ・先着順）１人で２名まで可
材料費：1000円申込時支払い
持ち物：エプロン・手拭きタオル
※焼き上がりは２カ月後

陶芸作家　言上　とよ子

9 24 火 13:30～15:30
文化・芸術講座　第4回　マチネー(matinée)
愛のあいさつコンサート
午後のひととき、思い出に残る音楽でリラックスを！
定員：80人　当日受け付け

ユニット　レモングラス
アコーディオン奏者　桑名　惠子
ピアノ伴奏　　　　  望月　昌子
カホン・ギター　　　 北野　幸彦

学文公民館
℡41－6050

10 10 木 14:00～15:30 健康講座（内容未定　詳細はポスター参照）
定員：20人　参加費必要

ジン医院漢方医
松沢　祥子 高須公民館

℡49－131211 3 日 14:50～16:00 西宮市民文化祭　高須オータムコンサート 高須ジャズオーケストラ
【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

10 2 水 14:00～15:30 「地域医療講座」　～役に立つ薬の話～
定員：60人　当日受け付け

明和病院　薬剤部
部長　菊井　利伸

鳴尾公民館
℡47－3838

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】
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